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※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度ホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】
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　管理者を含む幅広い職種の構成職員が、主体的に、既存の「身体拘束廃止委員会」を含み来年度の
介護保険報酬改正に伴い「感染対策委員会」、「虐待防止検討委員会」を立ち上げ、感染症の予防及
びまん延の防止のための訓練等の実施や虐待に対する体制、虐待等の防止策等を、準備し職員が一
丸となって理解し、周知徹底に取り組んでいる。
　管理者が中心となり、毎日の検温、空調換気、消毒の励行を実施し、食事等の改善により、日常から
の利用者の健康状態や、体調変化の有無等に留意するとともに、ケアのかかわる中で職員は、フェイス
シールドとマスクの二重使用による飛沫対策の徹底を行い利用者の健康と安全を大切にしている。

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
(参考項目：29）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
(参考項目：31．32）

60

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

69

61
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
(参考項目：50)

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
(参考項目：12．13）

1. ほぼ全ての利用者が
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：5）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
(参考項目：38．39）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
(参考項目：19．39)

1. 毎日ある

65

4. ほとんどない

59
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
(参考項目：39)

1. ほぼ全ての利用者が

66
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2．21）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

4. ほとんどできていない

57
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
(参考項目：24．25．26）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：10．11．20）
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4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～56で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町受理日令和6年3月3日

1  自己評価及び外部評価結果

3590600213

法人名 社会福祉法人　暁会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 令和6年3月25日

共同生活の中で、一人ひとりの状態を考察し、役割を持ってもらい、じっとしていることの不安・苦痛を
察することで日々の生活に生きがいを感じていただけることをテーマに支援を心掛けている。職員には
一人ひとり目標を持って、外部研修(特に認知症実践者研修、認知症実践者リーダー研修には毎年申
し込みをし今年度各1名づつ参加する）施設内研修の参加以外にも職員が中心となり定期的に研修計
画に沿って資料作成から発表まで会議の際に実施して自己研鑽を心掛けており職員一人ひとりの個
性を尊重しながら、チームとして成立する心豊かな認知症介護を目指している。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

防府市大字江泊1790番地所在地

グループホーム　あかつき防府事業所名
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕【文字サイズは10ポイントのままで変更しないでください】

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる。

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

外部評価

実践状況

事業所理念を基本に各ユニットにて自分達
がしたい、してもらう事で安心できる理念を
考え業務に携わっている。

　法人理念を掲げ、事業所理念は、年度末を
基本に、管理者が職員個々の面談におい
て、日常のケア内容を振り返っている。「ユ
ニット会議」で、共有の場を持ち事業所の状
況変化によって、職員一人ひとりが、日々の
利用者のかかわるケアを具現化していくこと
を意識して、各ユニットごとで、理念に取り組
んでいる。

依然、コロナでの影響は変わらずあるも定
期的な清掃活動（地域・小学校）・避難訓練
へ参加はしている。また地域の小学校の生
徒さんとの交流、中学校の生徒さんの職業
体験などがあげられる。

　５類感染症に移行後も、自主的な感染対策
に取り組み地域の行事等に、利用者と一緒
に参加することは行っていないが、地域の一
員として、職員が地域に出向き避難訓練の
参加や、清掃活動の交流を閉ざさないよう継
続して実践している。

前回同様に自施設から地域への発信は出
来ていない。ただ、入居申し込みや相談の
際には認知症の事についても話をさせても
らい理解に努めている。

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

今年度は運営推進会議を2ヶ月に1度開催し
ており、その都度報告をさせてもらい出席者
より意見や助言を頂いている。

　事業所での利用者の状況や具体的な課題
についての報告、検討事項、勘案事項につ
いて、構成員から率直的な意見をもらい、「ユ
ニット会議」で職員に報告し情報の共有に努
めている。
　構成員から質疑応答の意見が少ないた
め、来年度は、頻繁に意見が交わされるよう
検討に努めている。

　管理者から、現場職員へ評価の意義や活
かし方を説明するも、全ての職員で話し合う
までには至っていない。自己評価及び外部評
価の結果をもとに、評価を活かして具体的な
改善に取り組めるよう現場における問題点や
課題点を整理し、職員間での取り組み内容を
具体的に実践している。

外部評価については、毎回事前に職員に意
義について説明をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

市役所もその都度の連絡や何らかの申請
の際には行って状況を聞かれた時に報告、
相談している。その他、地域包括支援セン
ターや居宅からも状況確認や相談された際
には伝えている。また、グループホーム協会
に参加し日頃より連絡を取り会議にも参加
している。

　成年後見人制度についてや、介護保険の
更新申請、認定調査など、市の窓口と連携し
調整している。運営推進会議では、市直営の
地域包括支援センターの職員の参加があ
り、情報を共有していくことに努めている。

身体拘束廃止、３ヶ月に１度と定期的に会
議を行い現状確認と見直しを行い委員会資
料はユニット内研修へと繋いでいる。また委
員会メンバーは毎年入れ替えて配置してい
る。

　職員が主体となり、「身体拘束廃止委員会」
を設置し、３ケ月毎に実施し、「ユニット会議」
で業務内容の振り返りをおこなうなど、身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。日常の
ケアの中で、管理者やユニットリーダーが、
不適切な言動があれば直接職員に、言葉を
かけて、指導、育成を実践している。

虐待防止は２ヶ月に１度と定期的に会議を
行い現状確認と見直しを行い委員会資料は
ユニット内研修へと繋いでいる。また委員会
メンバーは毎年入れ替えて配置している。

入居者の方に成年後人と補佐人の対象の
方が居られ制度、役割について説明し入居
者、職員との関りについて会議などで話し合
いを行っている。

契約時には充分時間を取りご家族の意向を
説明の都度確認をするとともに、不明な点
や不安な事については時間を掛け説明し、
ご理解していただき納得されたのち契約を
行ってもらう。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

14 （9） ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

苦情窓口や地域の第三者委員などの苦情
相談体制を契約時に説明すると共に、家族
に関わる際には不安や心配事は無いか聞く
ようにしている。御家族から意見や心配事
があれば、その都度現場に伝え、改善の必
要があれば会議等で話し合いを行ってい
る。

　利用開始時に、家族に利用者の日々の状
況を、電話やメールで、頻繁にやり取りを
行っている。毎回、電話の会話の中で、心配
事や疑問点があれば、気軽に言ってもらい聴
く姿勢を伝え課題があれば迅速に解決できる
よう努めている。

定期的に開催しているユニット会議では各
職員が担当者の状況報告も加え業務等へ
の意見を言う機会を設けている。また、その
意見については反対するのではなく尊重し
業務等へ反映できるように話し合う。個人的
に相談、意見して来た場合にも本人の意見
を尊重し受け入れるようにしている。

　「ユニット会議」で、職員から、利用者の見
守りが少ない時間帯の勤務時間の変更の意
見があり、現場の職員で話し合い、意見が反
映し働く意欲の向上につなげている。

職員の個々のスキルや実績、自宅介護、育
児などの生活環境に応じ雇用形態、勤務体
制を配慮している。また、スキルアップに向
けた雇用形態も年に１度の自己評価と面談
にて柔軟に対応するようにしている。

施設外研修への参加は依然中々できてお
らず、ただ今年度は認知症実践者研修、実
践者リーダー研修に参加する。施設内研修
については定期的に併設施設（特養）と合
同で参加しており、グループホームからも開
催を2度実施している。

　資格取得については、基本職員全員のス
キルアップに、「認知症介護実践者研修」「認
知症介護実践リーダー研修」　を取得し、より
良く認知症ケアを学ぶ機会を設けている。新
人職員のOJT（職場内研修）には、ユニット
リーダーとサブリーダーから、現場のケアの
技術面、利用者との関わり方について丁寧な
指導を実践している。

グループホーム協会への参加により、事業
所同士の状況報告、意見の交換の機会は
ある。研修等にも参加出来る際には参加し
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

入居時には環境に慣れてもらう事、信頼関
係の構築に努める為に定期的な声掛けや
本人の訴え、要望、話を聞く時間を作った。

申込みの際、入居が確定した時点で御家族
の要望、意向等を伺いそれに沿ったサービ
スを提供している。

アセスメントに基づき、御家族の要望、意向
等を伺いそれに沿ったサービスを提供して
いる。本人には面会時に趣味嗜好、昔して
いた事を確認している。また、入居後に様子
を見ながら改善点があれば見直しを行って
いる。

入居者の方の尊厳を大事にした上で関りを
持ち、入居者同士関りが持て、馴染み関係
が築けるように配置（食堂席）を配慮してい
る。

職員一人ひとりが入居者の担当を持つ事
で、家族との関係を持ち、その都度近況の
連絡、報告をする事で家族と共に入居者本
人を支え合う関係性を築いている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

25 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

依然、コロナの影響もあり馴染みの人、知
人も尋ねて来られる事が殆どない。馴染み
の場所も同様にコロナの状況によりドライブ
で（車中より）見る程度。

　感染対策が継続しているため、気軽に友人
の訪問は制限されている。
　利用者の誕生日に、利用者とマンツーマン
で、馴染みがあった「天神様」の神社へ出か
けたり、少人数で、馴染みの場所へ車中ドラ
イブなど、感染対策予防を行いながら、少し
でも利用者に楽しんでもらうことに努めてい
る。

入居者同士馴染みの関係が作れる食堂席
の配置や、職員が間に入り入居者同士の橋
渡しを心掛けている。また、関りが持てる機
会(レクや行事)を提供している。

契約終了後にも併設の特別養護老人ホー
ムに入居された際には会いに行ったり、御
家族が来られた際には声を掛け話をする機
会がある。他施設に行かれても御家族から
近況や不安な事を相談される事がある。

まずは入居前の面談にて本人の意向を必
ず伺い入居後も担当が本人と関りを持ち改
めて意向を伺っている。その後は担当以外
の職員も関わりながら全職員で様子観察し
その都度本人の意向を確認している。

　生活歴や家族情報等よりアセスメントを行
い、日常の会話の中で、利用者が発する言
葉や行動を大切に向き合っている。表現の難
しい利用者は、表情や仕草から、思いや意向
を汲み取り、「ユニット会議」で、検討した内容
を職員間で情報共有に努めている。

入居前のアセスメントを申し送りとして全職
員が生活歴、以前の暮らし方、環境、家族
構成等を確認出来るようにし把握し本人が
施設で望む暮らしが実現できるように努め
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

入居前のアセスメントに基づき、本人との関
りや、施設での生活習慣を観察しながら、施
設の中での本人の望む暮らしの実現に努め
ている。また、御家族からの情報も全職員で
把握、共有し環境作りをしている。

各担当にて1ヶ月毎に統括、評価をモニタリ
ングにて行っている。また、ユニット会議に
て必要事項は職員全員で検討し、計画作成
の際には必ず御家族にも近況報告し意向を
確認している。

　家族の意向を踏まえて、利用者の担当職
員が、モニタリングを行い「ユニット会議」で報
告をして、職員間で意見や日常の気づきを出
し合い検討している。３ケ月毎若しくは、６ケ
月毎を基本に介護計画を見直している。

記録事項等はタブレット、電子化し何時でも
記録の打ち込み、閲覧ができる様になり職
員同士での情報共有を図っている。申し送
り事項あれば、業務日誌、申し送りノートに
打ち込み、記載し検討を要する場合にはユ
ニット会議にて検討している。

状況により併設、敷地内に特別養護老人
ホーム、養護老人ホーム、通所デイサービ
スと多職種にて協力を図っている。

現状、状況により病院（歯科や眼科）受診す
る程度で感染が落ち着いている際などに外
出でドライブで車中より見る程度。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

行動制限をしない反面、転倒事故の危険は
常にあり。リスクについては普段から会議に
て職員間で対応を検討している。その他事
故の際は報告書を作成し、対策・対応にて
実行している。ユニット研修、施設内研修で
は看護師による応急対応の研修を受け緊
急対応の訓練も実施している。

　ヒヤリハット報告を始めたばかりで、ヒヤリ
ハットの再発防止に努めることが、軽微な事
故、ひいては重大事故を未然に防ぐために
重要であることを理解している。現場業務に
慣れていない新人職員から経験豊富な職員
まで、誰にでも起こり得ることを事故防止に
はヒヤリハット報告が不可欠との思いで実践
している。

依然、主に内科については数名の入居者の
方のみかかりつけ医にて定期的受診を行っ
ているが、大半の入居者の方は御家族に説
明しコロナなどの感染リスク、予防の為に委
託医にて対応し他科受診については、その
時の状況に応じて検討し受診を行ってい
る。

　利用者、家族が希望する医療機関をかかり
つけ医とすることは可能である。他科受診は
事業所で支援し、病院先で家族と待ち合わ
せて協力を得ている。受診結果は、ケース記
録に記録して職員間で共有している。定期的
に内科、歯科医師の訪問診療がある。夜間
や緊急時は、協力医療機関と連携して適切
な医療が受けられるよう努めている。

契約時、終末期における家族のご意向を聞
くようにしている。但し、食事の経口摂取が
出来なくなった時は退去(医療行為が出来な
い為)の扱いとなる事を説明している。入院
後３か月はお部屋を確保する事としており、
退院後の施設での生活の再開には協力す
る事としている。

　重度化した場合や終末期の対応を契約時
に家族に説明している。重度化した場合は、
利用者の状況の変化に応じて、早い段階か
ら医師と話し合い、家族の意向を聞き、医療
機関や他施設への移行を含めて方向性を決
めている。

看護師在中にて日々の健康管理、様子観
察で異常、問題、疑問があればその都度連
絡、報告している。看護師不在の場合も、併
設の特別養護老人ホームの看護師に急変
時等あれば連絡、相談し協力体制を取って
いる。状況に応じて訪問看護も依頼している
(その場合は御家族に連絡し了承を得てい
る）

嘱託医・かかりつけ医には定期受診(状況に
より御家族も同行で入居者の方の送迎は施
設対応）で相談することはもちろん、入院の
際には病院に状況確認の為に適時連絡を
取りまた、個人情報もあるので御家族からも
状況確認し、病院、御家族と連携を図ってい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

定期的に避難訓練(年に2回）実施しており、
ＢＣＰ（業務継続計画）作成中。地域との協
力体制についてはマニュアルあるも地域と
の避難訓練などは実施できておらず。

　避難訓練は、併設の特別養護老人ホーム
やデイサービスと一緒に年２回実施し、火
災、水害を想定しての避難訓練を利用者も一
緒に、確認をしている。
　業務継続計画（BCP）は、現在準備中とのこ
とであった。

　水害や地震からの火災発生など、
想定し具体的な、避難経路や避難後
の利用者の見守りなど、有事の際に
地域住民の協力や役割分担ができる
ように取り組むことに期待したい。

基本的な言葉かけは接遇を年1回研修とし
て実施する。また管理者、ユニットリーダー
にて職員の業務中の対応を気にしながら気
になった職員には時間を作り状況確認をし
ながら注意する。

　年間計画の、「施設内研修」、「施設外研
修」の中で接遇研修を毎年実施している。日
常の業務では、利用者一人ひとりの人格を
尊重しプライバシーを損ねない言葉かけや対
応を心がけている。気になる言動や対応につ
いては、現場の中で、管理者、ユニットリー
ダーが、指導、育成している。

日常の会話の中から入居者が望んでいるこ
とを常に推測するように心がけている。ま
た、本人と関わることで馴染みの関係を築
き、要望・希望を言いやすい雰囲気を大事
にしている。

食事の時間をはじめとして、日常生活はほ
ぼ時間が決まっている。ただ強制するので
はなく誘導・案内する姿勢は崩さないように
している。誘導の技術を磨く事で業務もス
ムースに出来るのだが、難しいときはその
人のペースに合わせ、無理強いはしないと
いうルールにしている。

職員がその日の気候に合わせて準備する
が、選択できるよう配慮している。髪留めや
化粧水も本人の意向により準備したりして
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

入居時に嗜好を確認し提供をしている。依
然、外食にて食べる機会がなかなか出来て
いない。食事の準備は、現在業社からの配
食で厨房を通して提供しているので、台拭き
やお盆拭き等を入居者の方にして頂いてい
る。

　法人併設の管理栄養士が立てた献立と食
材をもとに、委託業者の配食で届けられてい
る。季節感を大切に、利用者の状態に合わ
せた刻み食やペースト食にするなどの、食事
形態や使用する食材の色合いや料理の形、
食器の色にも配慮して利用者に喜んでもらえ
る食事を提供している。

食事の献立は業社にて行っており、食事摂
取・水分摂取の記録等は職員が行ってい
る。体調不良や摂取状態により栄養士に相
談、検討し食事形態の変更を行っている。ま
た食器の変更なども状態を見て行ってい
る。

毎食後の歯磨き・夜間の入れ歯洗浄は実施
しており、口腔内の状態もチェックするよう
にしている。歯の状態により協力歯科医の
山野医院に受診、若しくは往診をお願いし
歯の健康管理を行っている。また口腔ケア
の研修にも参加している。

入居者一人ひとりに合わせたトイレ介助を
行い、日中はトイレでの自力排泄を促す為
に適時（排泄チェックにてパターンを把握し）
トイレ誘導している。夜間は寝る事を重視す
る為に入居者によっては紙オムツ対応して
いる。

　排泄チェック表を確認して、利用者一人ひと
りの生活のリズムに合わせタイミングでトイレ
での排泄を心がけている。失禁がある利用
者に「布失禁パンツ」を使用することで自立の
排泄を促し利用者の排泄意欲の向上ととも
に羞恥心に配慮したケアを実践している。

状況に応じ栄養士、看護師に相談し食品提
供している。それ以外では大半の人が主治
医と相談し下剤服用にて排便コントロールし
ている。水分は1日基本1.5ℓを目安に摂って
もらっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

基本的な入浴日は決めて声掛けしているが
入居者の意向や状態により入浴したい時に
実施したり、入浴日を変更している。入浴の
仕方も時期や状態に合わせシャワー浴や足
浴も行っている。

　利用者２～３名を、その日の入浴担当職員
が、一人介助で、一人ひとりに、ゆっくりと、
湯船に浸かってもらい入浴を楽しむことを大
切に取り組んでいる。家庭浴用の浴槽と介護
浴槽が設置してあり利用者の身体状況に
よって安全に配慮した入浴ケアを実践してい
る。

現在も高齢化にて、入居者の方の負担がな
い様に昼寝など本人の意向に合わせ休ん
でもらっている。その為基本的な就寝、起床
時間があるが強制はせず本人のペース、パ
ターンに合わせ寝られる様に支援している。

薬は看護師、現場職員にて管理、確認を
行っている。薬情はファイルに綴っており常
時、作用、副作用が把握出来るようにしてい
る。服薬による状況変化は、まず看護師に
報告し次に往診時等に主治医へ看護師より
報告、相談し検討した上で薬を調整してい
る。

入居者の方の役割は関りの中で見出し状
態に合った家事手伝い等をお願いしてい
る。楽しみごととしては本人の趣味を入居時
のアセスメントより職員にて把握し本読みや
塗り絵等を行ってもらっている。

　利用者の得意分野が発揮できるよう言葉か
けし、お茶くみ、テーブル拭き、お盆拭き、洗
濯干しや洗濯物をたたみ、職員と一緒に外気
浴を兼ねてのゴミ捨てなど、利用者一人ひと
りに応じた活躍できる場面づくりをし、楽しみ
ごとや気分転換ができるよう支援をしている。

本年度も外出の意見は職員から出るもコロ
ナもあり、花見、初詣、誕生日のみでお祝い
として外食と馴染みの防府天満宮に行く事
を企画し実施する。

　感染対策を継続しており、事業所での外出
行事は「花見、初詣、誕生日」の３回であっ
た。
令和６年度は、以前の日常にあった外食や
地域の行事参加やスーパーの買い物、事業
所の季節行事などの、再開を目指している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

依然、外出頻度も減っており、職員と一緒に
外出して嗜好品や日用品をご本人で支払っ
て頂く機会もなくなった。現在、殆ど職員、御
家族にて日用品補充、代買いを行ってい
る。

電話は携帯を所持している入居者の方も居
られ定期的に電話にて連絡を取られてい
る。また御家族から連絡があり本人と話す
機会もある。手紙のやり取りも御家族からあ
り、施設からは年賀状を送る程度。

季節に合わせた飾り付け、入居者さんと
作った壁面飾りや写真を貼っている。また生
活の場としての共用の場所は安全で使いや
すいように配置や張り紙などをしている。依
然、感染予防にて室温、湿度には気を付
け、換気は適時行っている。

　共用空間は、中庭があり、ガラス窓からは
周辺の景色が見えて遮光が入り、季節の移
り変わりを感じることができるよう配慮してい
る。食事を摂る席は、利用者が思い思いの場
所でくつろげる様にしている。消毒や換気、
室温、湿度に管理を定期的に実施している。

馴染みの関係が作れるように配慮して、
テーブルの配置・席替えなど行っている。ま
た、お一人が良い方には一人用のテーブル
を配置している。話がある場合には職員が
椅子などを移動し一緒に過ごせるようにして
いる。

入居前に施設内見学し、居室の説明をさせ
て頂き馴染みの物(椅子や机、タンス、鏡台
等）を持って来て頂く。また状況により混乱
や危険性のあるものは必ず御家族に相談し
預かるか持って帰って頂き入居者の方が安
心して過ごせる様にしている。

　特殊寝台ベッド、箪笥、エアコンが備品とし
て設置してある。使い慣れた馴染みの家具
や写真等、自分らしい居室づくりの支援をし
ている。
テレビを持ち込まれる利用者もおり、家具等
の持ち込みは、利用者の導線を考慮して配
置に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目　（　　　　　花水木　　　　　　　）
自己評価

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自立した共同生活が少しでもできる環境づく
りには配慮している。障害物や混乱を招くも
のは極力視覚外に排除し、一人でもトイレに
行ける・自分の部屋に戻ることができる等、
分かりやすい生活環境を作ることを心掛け
ている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕【文字サイズは10ポイントのままで変更しないでください】

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○評価の意義の理解と活用
運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる。

5 （4） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

事業所理念を基本に各ユニットにて自分達
がしたい、してもらう事で安心できる理念を
考え業務に携わっている。

依然、コロナでの影響は変わらずあるも定
期的な清掃活動（地域・小学校）・避難訓練
へ参加はしている。また地域の小学校の生
徒さんとの交流　中学校の生徒さんの職業
体験などがあげられる。

前回同様に自施設から地域への発信は出
来ていない。ただ、入居申し込みや相談の
際には認知症の事についても話をさせても
らい理解に努めている。

外部評価については、毎回事前に職員に意
義について説明をしている。

今年度は運営推進会議を2ヶ月に1度開催し
ており、その都度報告をさせてもらい出席者
より意見や助言を頂いている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

6 （5） ○市町との連携
市町担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

7 （6） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

8 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

9 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

10 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

市役所もその都度の連絡や何らかの申請
の際には行って状況を聞かれた時に報告、
相談している。その他、包括や居宅からも状
況確や相談された際には伝えている。ま
た、GH協会に参加し日頃より連絡を取り会
議にも参加している。

身体拘束廃止のための委員会は毎年メン
バーを入れ替えてマンネリ化しないよう研修
や会議を開催している。また虐待防止の活
動にも取り組んでいる。

身体拘束廃止のための委員会発足と同時
に虐待防止の活動にも取り組んでいる。ユ
ニット会議での研修課題にもあげ、職員全
員で勉強し防止に努めている。

成年後見人と補佐人の対象の入居者様が
居られ、制度・役割について説明し、入居
者・職員との関りについて会議などで話し合
いを行っている。

契約時には充分時間を取りご家族の意向を
説明の都度確認をするとともに、不明な点
や不安な事については時間を掛け説明し、
ご理解していただき納得されたのち契約を
行ってもらう。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

11 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等からの相談、苦情の受付体制や
処理手続きを定め周知するとともに、意見や要望
を管理者や職員ならびに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

12 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

13 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

14 （9） ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

15 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

苦情窓口や地域の第三者委員などの苦情
相談体制を契約時に説明すると共に、家族
に関わる際には不安や心配事は無いか聞く
ようにしている。御家族から意見や心配事
あれば、その都度現場に伝え、改善必要あ
れば会議棟で話し合いを行っている。

定期的に開催しているユニット会議では各
職員が担当者の状況報告も加え業務等へ
の意見を言う機会を設けている。また、その
意見については反対するのではなく尊重し
業務等へ反映できるように話し合う。個人的
に相談、意見して来た場合にも本人の意見
を尊重し受け入れるようにしている。

現状のスタッフの中で自宅でも介護に携
わっているもの、育児に携わっているものが
いるためその状況をスタッフ全員が理解す
ることで協力する姿勢が出来ていると考え
る。職場でのストレス・家庭でのストレスを職
場全体で理解することが結果的に入居者に
対するより良いサービスにつながることを職
員全体で理解するよう努力している。

今年度は新入社員の採用はなかったが、
OJTの重要性を職員全員が実感するととも
に先輩職員としての介護に対する意識向上
にもつながった。また、個人の目標管理シー
トを作成し、年度の目標を明確にすることで
自己啓発につながっている。

GH協会への参加により、事業所同士の状
況報告、意見の交換の機会はあり。研修等
にも参加出来る際には参加している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
16 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

18 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

19 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

入所前に頂いた情報を基に初期の段階で基本
情報を積み上げ、いかに入居者本人を職員が理
解できるかどうかが良質なサービスの提供につ
ながると考えている。その為私たち職員がいか
に入居者の不安感の払拭がいち早くでき施設と
しての個別のサービスにつなげられると考えて
いる。計画作成担当者が職員それぞれの意見を
集約するように心がけている。

入居が確定した段階で、ご家族の要望・意
向等を伺い、それに沿ったサービスが提供
できるよう努めている。また、ご家族との話
し合いの中で説明を行い、自施設で行える
最善を提示し理解を得るようにしている。

入所前の聞き取りを家族の意向・CMの意見・ご
本人との面談を行い、入居判定会議を行うように
している。当施設の現状の支援をまず家族に説
明しながら日常生活が適合できるか否か、また
自施設での対応ができるか否かを検討すること
にしている。体力の維持に対する要望が特に多
く、特養のOTに協力をもらいながら支援の手段と
している。

入居者には常に共同スペースで過ごしてい
ただくよう配慮している。その際　何かしら作
業・役割・手作業・会話の生まれる環境を作
ることを心掛けている。また、家事への参加
として洗濯物たたみ、掃除、草取り、畑仕事
などを一緒にするようにしている。

コロナ禍により面会が制限されており、以前
のように面会をしていただくことが難しいが、
計画作成担当者・管理者が定期的にご家族
へ支援経過や写真を活用して近況を報告
し、ご家族にも協力していただける支援を一
緒に考えるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

21 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
24 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

25 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

コロナ禍以前は生まれ故郷でのご自宅探
索・なじみのあるお店に行ったり等してい
た。外出をすることが難しい現状ではある
が、気分転換を兼ねて昔なじみのある場所
近辺をドライブしたりするようにしている。

入居者同士の相性で席を配置はしている
が、極力みんなが顔が見える距離にいられ
るように配慮している。入居者同士のトラブ
ルもあるが、そこに職員を配置することでよ
い関係が保てるように配慮している。その為
入居者同士での支援の様子が伺えたりして
いる。

退所後も入所していたころのお写真や寄せ
書きなどを持参しご家族とも関係を維持す
るとともに相談があれば対応するようにして
いる。

ケース記録に毎月担当職員がモニタリングとして
評価を実施している。計画作成担当者はその内
容をチェックし、介護計画の修正に役立ててい
る。またユニット会議の席上では毎回個人別に
現状の問題点や支援計画・アイデアの聞き取り
を行うことにして、日常の支援に役立てている。

日々の会話の中でのキーワードを、どの職員も
把握・共有するようにし、また新しい発見を日常
業務の中で伝え合うようにしている。ご家族がい
らっしゃた時は、新しい発見をお伝えするとともに
生活歴をお聞きし、さらに入居者が共感する話
題の発掘に努めるようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

26 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

28 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

日常の支援経過にその人の心情観察など
も加えることで常に安心して過ごせる状態を
模索し、職員全員で情報の共有を意識する
ように心がけている。

１か月ごとにケース記録を総括し、評価・まとめを
記入しモニタリングを実施している。ユニット会議
の席上で計画作成担当者が意見などの取りまと
めを行っている。介護計画書の更新時にはご家
族に対し説明を行い、遠方のご家族には書面を
郵送で送るほか電話などでご意向の確認なども
行っている。

職員同士の日常業務での情報交換が大切
と考えているが、支援経過記録や申し送り
ノートでの確認・情報の共有もあわせて活
用している。

その人らしい生活を尊重し、できるだけ希望
に沿った支援を行うために、場合によっては
他事業所のあらゆる職種のスタッフに関
わってもらうなど、柔軟に対応できるようにし
ている。

住み慣れた地域での生活を実践するため
に、住んでいた場所・記憶に残る施設近辺
への外出(現在はコロナ禍の為ドライブの
み)を常に日常の生活の中に取り入れていく
ようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

31 （13） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

32 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

33 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 （14） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

35 （15） ○事故防止の取り組みや事故発生時の備え

転倒、誤薬、行方不明等を防ぐため、一人ひとり
の状態に応じた事故防止に取り組むとともに、急
変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を
身につけている。

毎週火曜日嘱託医の杉山医院による往診をして
もらっている。当日に個人のバイタル表と相談事
項を記入し、往診の際医師の助言をもらうように
している。また従来からのかかりつけ医の受診を
希望されているご家族には　職員が付き添い適
切な健康状態の報告と医師への相談をするよう
に心がけている。

看護師に相談して入居者の健康管理に役
立てている。バイタルチェック・様子観察に
よる健康状態の把握、服薬管理、受診対
応、医師への連絡・報告などを行っている。
状態によってはご家族と連携を取りながら
専門医への受診も行っている。

嘱託医・かかりつけ医には定期受診で相談
することはもちろん、入院の際はご家族の
都合も加味しながら援助するようにしてい
る。家族の対応が困難な場合も施設側が洗
濯物やオムツ購入などの対応も行い、早期
退院に向けて協力することとしている。

契約時、終末期における家族のご意向を聞
くようにしている。ただし、食事の経口摂取
が出来なくなったときは退去の扱いとなるこ
とを説明している。入院後３か月はお部屋を
確保することとしており、退院後の施設での
生活の再開には最大限協力することとして
いる。

行動制限をしない反面、転倒事故の危険は常に
あり。リスクについては普段から職員間で対応を
話し合い、ユニット会議・嘱託医の往診の際には
協議・相談をしている。その他事故の際は報告
書を作成し、対策・対応を記入して実行するよう
にしている。ユニット研修および施設での研修で
は看護士による応急対応の研修を受けており緊
急対応の訓練も実施している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

36 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
37 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

39 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

定期的に避難訓練(年に2回）実施しており、
ＢＣＰ作成中。地域との協力体制について
はマニュアルあるも地域との避難訓練など
は実施できておらず。

言葉づかいの点では、まだまだ充分出来ている
とは言えない。危険回避のためと言いながらつ
い強い口調になってしまうことがある。ただしユ
ニット研修でもこの問題を取り上げたりすること
によって従来よりは意識するようになったと考え
ている。また支援のストレスを職員全員で理解す
るとともに極力冷静で業務に当たれる環境作り
を心掛けるようにしている。

日常の会話の中から入居者が望んでいるこ
とを常に推測するように心がけている。ま
た、本人と関わることで馴染みの関係を築
き、要望・希望を言いやすい雰囲気を大事
にしている。

施設としては食事の時間をはじめとして、日
常の生活はほぼ時間が決まっている。ただ
強制するのではなく誘導・案内する姿勢は
崩さないようにしている。誘導の技術を磨く
ことで業務もスムースに出来るのだが、難し
いときはその人のペースに合わせ、無理強
いはしないというルールにしている。

職員がその日の気候に合わせて準備する
が、選択できるよう配慮している。髪留めや
化粧水も本人の意向により準備したりして
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

41 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

42 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

43 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

45 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

食事の嗜好調査は入所時の行っているが、
みんなで一緒に食事をするという習慣作り
を定着させている。食事は給食施設から毎
回届けていただいている。出来る方には台
拭きなどのお手伝いをしていただいている。

食事摂取・水分摂取の記録などは職員が
行っている。体調不良や摂取状態により食
事形態の変更や食器の変更なども行ってお
り、都度状況に合わせた対応が出来てい
る。

毎食後の歯磨き・夜間の入れ歯洗浄は実施
しており、口腔内の状態もチェックするよう
にしている。協力歯科医の山野医院にも受
診したり、関係機関の研修にも参加し口腔
ケアの勉強もしている。

日中・夜間と入居者に合わせたトイレ誘導を
実施しておりトイレでの自力排泄を心掛けて
いる。利用者一人一人に合った排泄パター
ンを排泄チェック表を活用して把握し、声掛
けや誘導を行っている。

便秘の薬を服用している入居者も多く、記
録および状態観察で医師と相談しながら服
薬の調整も行っている。運動が大切という
認識から毎日テレビ体操を行っている。食
事については栄養士の考えた繊維質の多
い食材になっているので職員は水分摂取が
十分取れているかのチェックをしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

46 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

47 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 （21） ○活躍できる場面づくり、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

曜日は固定(月・火・木・金)しているが、希望
すれば毎日でも入浴可能で本人の希望す
る時間に入浴できるようにしている。入浴し
たくない人には時間を変えたり、職員の交
代、言葉かけの工夫をしたりしている。入居
者の状態に合わせて清拭・シャワー浴・足
浴など個々に応じた支援もしている。

少しでも安眠が得られるようにと日中の活
動を重要視している。一人ひとりのペースも
大切にしながら夜の入床については一律に
はしていない。ベットメイクも毎日実施してお
り、清潔・整頓を心掛けている。

往診・受診介助の際薬も合わせて施設職員
があずかっており、管理・服薬介助も実施し
ている。薬情も一括してファイリングしてお
り、都度確認するようにしている。変更が
あった場合などには副作用など注意点を申
し送りで伝達することにしている。

役割の大切さとして、お盆拭き・掃除・手すり拭
き・ゴミだし・ゴミ箱づくり・食卓拭き・洗濯物たた
みなどを日常の共同生活の役割として実践して
いただいている。楽しみの援助としては裁縫や編
み物・貼り絵工作・パズル・ゲームなどを楽しめ
るように心がけている。季節感も大切にしようと
いう試みの中では、その季節に合った行事の企
画をしたりしている。

コロナ禍によりなかなか以前のように外出を
することが出来ていないが、人混みを避け
る・マスク着用の着用・個別での対応を心掛
けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

51 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

52 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 （23） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

54 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 （24） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

コロナ禍の為、外出することが少なくなって
おり、お金を使える機会が減っている。

本人の希望時やご家族からのあった際は、
本人と家族の関係が保てる橋渡しとして支
援している。手紙については年賀状のやり
取りを勧め、直筆でできる人には付き添い
ながら作成している。

季節に合わせた飾りつけや、入居者さんと
作った壁面飾りや写真を貼っている。また生
活の場としての共用の場所は安全で使いや
すいように配置や張り紙などをしている。室
温・換気については常に意識し入居者に居
心地よく過ごしていただけるように配慮して
いる。

人間関係には特に配慮して、テーブルの配
置・席替えなども行っている。会話が弾む相
性などの人間関係が一定でないこともある
ため、ユニット会議の際に職員からの意見
を反映させている。

ご本人・ご家族の意向も参考にしながら入
居者それぞれが落ち着ける部屋作りをして
いる。思い出の品を持ち込んだり、逆に極力
少なくして混乱を避ける工夫をして、一人一
人の部屋作りをしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目　（　　　　　　花　梨　　　　　　）
自己評価 外部評価

実践状況

56 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自立した共同生活が少しでもできる環境づく
りには配慮している。障害物や混乱を招くも
のは極力視覚外に排除し、一人でもトイレに
行ける・自分の部屋に戻ることができる等、
分かりやすい生活環境を作ることを心掛け
ている。
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（様式２）

作成日

【目標達成計画】

1 35

2 4

3 19

4

5

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

・本人を共に支えあう家族との関係。
(当施設には御家族宛の便り等がなく、
発信が少ない)

御家族向けに施設(担当職員)より定期的
にご本人の日頃の様子をお伝えする。

・2、3ヶ月に一度、担当職員より日頃のご本人
の様子を文章(写真を添付し)にて発信、発送
する。

半年

・災害や地震、水害等の災害時に、昼夜
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている。(災害対策　具体的な組
織図地域との合同訓避難練が実施できて
いない)

災害対策での地域との組織図を構築し
明瞭化する。地域との災害合同避難訓練
が実施できる。

・運営推進会議にて民生委員の方などに状況、
連絡など確認し組織図を構築し合同訓練、
若しくは施設での避難訓練を見学してもらう。

今期中

・運営推進会議を活かした取り組み
(報告のみで参加者の発言、意見が少な
い。運営推進会議の仕方、参加者の人数)

運営推進会議が報告の場だけに留まる事
のない様に意見の交流の場となるように
する。

・参加者を低人数に留めず参加者を募る。
・テーマ毎に参加者の意見を伺う。
・テーマや施設に行って欲しい事を参加者に募
る。
・報告、発表者を管理者以外のリーダーなどよ
り現場に詳しい者にする。
・避難訓練など施設の行事を等を実施し見学し
てもらう。

今期中

２  目標達成計画

事業所名　　　　　　　　グループホームあかつき防府

令和6年5月7日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


